
※教養教育科目及び教職科目については大学ＤＰ、専門科目については各学部ＤＰに準じています。

無形成果
（発表・そ

の他）

○成績評価の指標 〇成績評価基準（合計100％）○基本情報

科目名 ＩＴ基礎 （Basic Information Technology） 到達目標の観点 到達目標

2025年度 授業シラバスの詳細内容

15% 8% 10%
単位数 2 　配当学年 / 開講期 1 年 / 後期

ナンバリングコード P10102
　大分類 / 難易度
　科目分野

情報メディア学科 専門科目 / 基礎レベル
情報システム基礎

【ディプロマ・ポリシ―①】

・デジタル人材としてネットワーク・データベースが情報社会で
果たすべき役割・責任・倫理に意識を持つことができる．
・講義内で示される地域課題に対して解決することを意識す
るために，欠席せずに受講することができる．

テスト
（期末試

験・中間確

提出物
（レポート・
作品等）

必修･選択区分
【ディプロマ・ポリシ―②】

メディア及び情報に関する専門知識を修得するための情報基
盤であるネットワークとデータベースについて多角的かつ柔
軟に捉えることができ，今後価値創造につながる思考力を修
得している．

20%必修

※入学年度及び所属学科コースで異なる場合がありますので、学生便覧で必ず確認してください。

8%

【ディプロマ・ポリシ―③】
情報社会におけるモラルを身に着け，情報学およびメディア
学の専門分野を学び，新たな価値を創造するための基礎を
修得している．

15% 8% 8%

8%

授業コード P010251 　クラス名 -

担当教員名 福島　学、濵田　大助

○基本情報

「共同担当方式」

（３）アクティブ・ラーニング 「ＰＢＬ（課題解決型学習）」

履修上の注意、
履修条件

この科目はITの基礎として前半で「ネットワーク」に関する項目，後半で「システムおよびデータベー
ス」に関する項目を学びます．以後履修する関連科目の基礎となる大切な内容が数多く含まれてい
ます。理解を確実なものとするために、授業以外の時間の予習復習を行うことを勧めます。
　この科目は皆さんがIT（情報技術）への理解を深め，続く科目への導入を目的としています．この
ため，「興味」と「関心」を持って授業に臨んでください．講義内容のフィードバックはWebサービス等
を通して行うので講義時の説明に従って自らの学修成果を確認すること．

教科書 「栢木先生のITパスポート教室」　栢木　厚 著　技術評論社

参考文献及び指定図書
GUIではじめるLinux極意書、田中義人、森北出版、ISBN:4-627-84261-9
UNIXの絵本、（株）アンク、翔泳社、ISBN:4-7981-0933-9

関連科目 インターネット関連科目，データベース関連科目，ロボットプロジェクト入門1／2

○成績評価の補足（具体的な評価方法および期末試験・レポート等の学習成果・課題のフィードバック方法）

取り組みの内容により総合的に評価します。達成水準の目安は以下の通りです。
［Ｓレベル］単位を修得するために達成すべき到達目標を満たしている。
［Ａレベル］単位を修得するために達成すべき到達目標をほぼ満たしている。
［Ｂレベル］単位を修得するために達成すべき到達目標をかなり満たしている。
［Ｃレベル］単位を修得するために達成すべき到達目標を一部分満たしている。
課題のフィードバックは、次回以降の授業中に行います。

地域志向科目 カテゴリー Ⅲ：地域における課題解決に必要な知識を修得する科目

実務経験のある教員に
よる授業科目

　情報技術の基礎分野であるネットワークおよびデータベースに関する導入教育．
　福島は開発業務（在職中に特許取得）の実務実績がある．講義では資格取得として知るべき事柄
と，実務で求められる事柄について例示する．
　濱田はインターネットプロバイダ事業に用いる機器の運営を主業務としていた業務実績がある．

○その他

授業の目的

　この科目の目的は，情報処理に関する基礎的な知識のうち「情報通信分野/ネットワーク分野」と
「システム/データベース」に関する基礎知識を理解することです．この科目の到達目標は、デジタ
ル人材の入口であるITパスポート問題を解答できるようになる準備を整えることです．
　メディアが果たす社会的役割を学ぶ上で重要なプラットフォームであるネットワークとデータベース
について学びます．教育DXやインタラクティブメディアにつながるCPS(Cyber Physical System: 実
世界（フィジカル空間）の事象を数値化し，サイバー空間で大規模データ処理技術等を駆使して分
析／AI化を行うことで社会に解決策（ソリューション）を提供するシステム）／IoT(Internet of Things: 
モノのインターネット)を続く専門科目で修得するための基礎を学びます．

到達目標に対する達成率は，指定されるフィードバック方法にて確認すること．
　Webサービスにより学修記録およびフィードバックがなされるので，到達目標に対する到達率を各自確認すること．

授業の概要

　ネットワーク（前半）は，IT基礎に続く，インターネット基礎・応用・実践を通して「メディアに尖った
ICTとDX・AI・セキュリティを利活用出来るデジタル人材育成」を目指します．IT基礎では，この第1段
階として「用語学習と基本項目の修得」に実際にネットワークを使いながら学びます．具体的な例と
して大分県情報サービス産業協会（OISA）の活動で求められるネットワーク課題を中心に学習内容
と課題解決との結びつけながら学びます．

　システム処理・データベース（後半：教科書3・6章）の箇所は、教科書の内容に沿って解説・演習を
行います。解説は教科書に含まれている内容と、関連する周辺追加内容について説明を行いま
す。教科書は年次更新されるため、過年度生と現行年度の教科書いずれもカバーできるよう内容
が拡張される事があります。演習は、解説を行った分野のITパスポート過去問題を対象に、各自の

授業の運営方法

（１）授業の形式 「講義形式」

（２）複数担当の場合の方式



科 目 名 授業コード P010251 科 目 名 授業コード P010251
担当教員 担当教員

１. 9.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

２. 10.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

3. 11.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

4. 12.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

5. 13.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

6. 14.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

7. 15.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

８. 16.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

2025年度 授業シラバスの詳細内容

学修内容 学修内容

ガイダンス 情報セキュリティ

○授業計画
ＩＴ基礎 （Basic Information Technology）

○授業計画
ＩＴ基礎 （Basic Information Technology）

福島　学、濵田　大助 福島　学、濵田　大助

復習 本科目の位置付けを確認する 復習 学習内容を振返り，ノートに学べた／気付いたことを追記する

ネットワークの構成 ユーザ認証

デジタル人材として「メディアに尖ったICT・DX・AI・セキュリティ」を担う「情報メディアのプロフェッショナル」として，コースと科
目内容の対応について学びます．
地域課題として大分県情報サービス産業協会のイベントで生じる課題についての概要と，これまでの解決実績および失敗事
例について概説し，講義項目との関係について説明します．

パソコンアプリ（MTBBS）を使ってサービスにログインし「情報がどう扱われるか」を学びます．

予習 前期開講科目「情報メディア入門」の「ネットワーク」で配布された資料を読んでくること 予習 指定された宿題を完成させる（次回出席登録で提出）

復習 学習内容を振返り，ノートに学べた／気付いたことを追記する 復習 学習内容を振返り，ノートに学べた／気付いたことを追記する

IP/MACアドレス ウィルス対策

物理的なつながりと論理的なつながりについて学びます． パソコンアプリ（MTBBS）のユーザ認証を確認した上で，生体認証や付帯情報による認証について学びます．

予習 指定された宿題を完成させる（次回出席登録で提出） 予習 指定された宿題を完成させる（次回出席登録で提出）

復習 学習内容を振返り，ノートに学べた／気付いたことを追記する 復習 学習内容を振返り，ノートに学べた／気付いたことを追記する

通信プロトコル ネットワークセキュリティ

USB/HDMIとEthernetで使われる物理アドレスと論理アドレスについて学びます．
それらのデータをパソコンで確認するためのコマンドを学びます．
ベンダコードの検索を行い，日常行っている何気ないPC操作が実際どう実行されているかを学びます．

情報端末における「脅威」について学びます．

予習 指定された宿題を完成させる（次回出席登録で提出） 予習 指定された宿題を完成させる（次回出席登録で提出）

復習 学習内容を振返り，ノートに学べた／気付いたことを追記する 復習 学習内容を振返り，ノートに学べた／気付いたことを追記する

通信サービス（OSI） 暗号化技術

日常生活で使っているWebブラウジング（HTTP），ファイル送付（FTP），メール送信（SMTP）を行うために使われている「プロ
トコル」が「ネットワーク専門用語」ではなく「一般用語」であることを知るとともに，その意味を学びます．

AIが身近となった現在，多くの「人的ミス」を検出してくれるようになり，悪意あるアクセス対策が出来るようになってきたこと
と，逆に脅威を生み出している現状について学びます．

予習 指定された宿題を完成させる（次回出席登録で提出） 予習 指定された宿題を完成させる（次回出席登録で提出）

復習 学習内容を振返り，ノートに学べた／気付いたことを追記する 復習 学習内容を振返り，ノートに学べた／気付いたことを追記する

振返り ディジタル署名

OSIの7階層モデルにより，価値流出を抑えながら相互利用が可能になっていることについて学びます． 実際の計算を通して「暗号化」と「復号化」について学びます．

予習 指定された宿題を完成させる（次回出席登録で提出） 予習 指定された宿題を完成させる（次回出席登録で提出）

復習 学習内容を振返り，ノートに学べた／気付いたことを追記する 復習 学習内容を振返り，ノートに学べた／気付いたことを追記する

電子メール 振返り

第2回から第5回でネットワークの基本的事項について，それらが持つ意味と役割について学びました．
ここまでの内容を振返り，「メディアに尖ったICT・ＤＸ・ＡＩ・セキュリティ」と学んだ項目がどう対応するかを確認します．

メディアコンテンツにおいて「正当性」を担保するための技術について学びます．
ディジタル署名の付加情報としての利活用についても学びます．

予習 指定された宿題を完成させる（次回出席登録で提出） 予習 指定された宿題を完成させる（次回出席登録で提出）

復習 学習内容を振返り，ノートに学べた／気付いたことを追記する 復習 学習内容を振返り，ノートに学べた／気付いたことを追記し，続く科目の受講に備える．

WWW 後半ガイダンス

通信プロトコルで学んだメール送信で知ったＳＭＴＰ（Ｓｉｍｐｌｅ　Ｍａｉｌ　Ｔｒａｎｆｅｒ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）とＰＯＰ（Ｐｏｓｔ　Ｏｆｆｉｃｅ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）
について，実際のメールヘッダを読み解きながらどのように安全を確保しているのかを学びます．

第7回目から第8回目で，第2回目から第5回目の中でも重要な「プロトコル」について体験的に学びました．
第9回目から大14回目で，インターネットの基盤に基づいたサービスについて学びました．
これらが基礎となり「メディアに尖ったデジタル人材」の中でも「ネットワーク」に関係する専門科目を修得していきます．
ここでは，これまでの学びがどの程度修得されたかの確かめを行います．

予習 指定された宿題を完成させる（次回出席登録で提出） 予習 指定された宿題を完成させる（振返り設問で回答）

復習 学習内容を振返り，ノートに学べた／気付いたことを追記する 復習

通信プロトコルで学んだWebブラウジングで知ったHTTP（Hyper Text Transfer Protocol）について，パソコンアプリ（MTBBS）
を使って具体的な動作を学びます．

後半は、情報システムとデータベースの理解を深めることを目的としています。具体的には、以下の3つのステップで学習を
進めます。基礎知識の習得: 教科書と関連情報を基に、基本的な知識を学びます。演習による知識の定着: ITパスポートの
過去問を中心に演習を行い、理解を深めます。試験による知識の確認: 理解度調査と試験で、学習内容の定着度を確認し
ます。学習内容は、指定図書と関連動画を用いて解説し、過去問演習と難易度調査を繰り返します。この講義を通して、情
報システムとデータベースに関するキーワード、情報システムの信頼性計算、データベースの操作概要と仕組みを理解でき

予習 指定された宿題を完成させる（次回出席登録で提出） 予習



科 目 名 授業コード P010251 科 目 名 授業コード P010251
担当教員 担当教員

17. 25.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

18. 26.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

19. 27.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

20. 28.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

21. 29.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

22. 30.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

23. 31.

約2時間
約2時間

24. 32.

約2時間
約2時間復習 教科書と、過去問題解説の見直し 復習

データベース（DB）は、規則に従い関連データを蓄積した「データの基地」です。身近な例として、電話帳が挙げられます。企
業では、複数の利用者が大量のデータを共有するため、DBを統合管理します。データベース管理システム（DBMS）は、大量
データを共同利用するためのソフトウェアです。データの検索、追加、更新、削除や、アクセス制御などを行います。現在主
流は関係データベース（RDB）で、データを二次元の表形式で表現します。複数の表を関係付け管理することが特徴で、操作
にはSQLが用いられます。RDBの表は行（データ）、列（項目）で構成され、1つのDBは複数の表から成り立ちます。

予習 6-01　データベースとデータ操作 の読解 予習

復習 振り返り 復習

データベース

後半16回目から22回目にかけて実施した講義内容を中心に、理解度を確認するための調査を行います。調査では、講義で
取り扱った重要な概念や理論を網羅し、演習で実施した過去問題および関連問題を活用します。これにより、過去問題に対
しての定着について評価します。理解度調査は、CBT試験形式で実施します。指定された教室と座席にて、1回のみ実施さ
れます。試験範囲は、講義内容と過去問題に重点を置いています。1～15回の内容については含まれません。

予習 実施した過去問題の見直し 予習

復習 教科書と、過去問題解説の見直し 復習 振り返り

理解度調査

ソリューションビジネスは、企業の課題解決を目的としたサービスで、オンプレミスからサービス利用型へ移行しています。
サービス提供者が施設やサーバを貸し出す形態として、ハウジングサービス（自社サーバ設置）とホスティングサービス（レ
ンタルサーバ）があります。オンラインストレージは、データ保管用のディスク領域貸出サービスです。クラウドコンピューティ
ングは、サーバやソフトウェアをネットワーク経由で利用する形態で、導入コスト削減や柔軟性がメリットですが、移設やセ
キュリティに課題も残ります。近年は、クラウドからオンプレミスに戻す動きや、両者を組み合わせたハイブリッドクラウド、プラ

後半23回目から29回目にかけて実施した講義内容を中心に、理解度を確認するための調査を行います。調査では、講義で
取り扱った重要な概念や理論を網羅し、演習で実施した過去問題および関連問題を活用します。これにより、過去問題に対
しての定着について評価します。理解度調査は、CBT試験形式で実施します。指定された教室と座席にて、1回のみ実施さ
れます。試験範囲は、講義内容と過去問題に重点を置いています。1～23回の内容については含まれません。

予習 3-06　ソリューションビジネスとシステム活用促進 の読解 予習 実施した過去問題の見直し

復習 教科書と、過去問題解説の見直し 復習 教科書と、過去問題解説の見直し

ソリューション 理解度調査

IoT（Internet of Things）は、様々なモノをインターネットに接続し、データ収集・分析で自動制御等を実現する技術です。IoTで
は、端末でデータ収集、サーバーでデータ処理を行いますが、リアルタイム性が求められる場合はエッジコンピューティング
が有効です。M2Mは機械同士の通信、ドローンは無線操縦の無人飛行機、アクティビティトラッカーは活動量計、テレマティク
スは車載通信、エネルギーハーベスティングは環境発電、HEMSは家庭用エネルギー管理システムです。組込みシステムは
特定機能に特化したシステムで、ファームウェアはハードウェア制御ソフトです。

トランザクション処理は、一連の不可分な処理単位であり、全て成功か失敗かのいずれかとなる。複数のトランザクションが
同時にデータを更新する際には、排他制御（ロック）によりデータの不整合を防ぐ。デッドロックは、互いにロックされた資源を
要求し合う状態であり、DBMSがロールバック処理を行う。データベース障害時には、バックアップファイルとログファイルを用
いて復旧する。ロールフォワードは、バックアップ時点からログファイルの更新後情報を適用し、障害直前の状態に復旧す
る。ロールバックは、ログファイルの更新前情報を用いてトランザクション開始直前の状態に戻す。

予習 3-05　IoTシステムと組込みシステム の読解 予習 6-06　トランザクション処理 の読解

復習 教科書と、過去問題解説の見直し 復習 教科書と、過去問題解説の見直し

Iot トランザクション処理

システム故障時の安全確保には、フェールセーフ、フェールソフト、フールプルーフの3つの設計思想があります。フェール
セーフは、故障時に安全な状態へ移行する設計で、例として地震時の新幹線停止や、コロナ禍のロックダウンが挙げられま
す。フェールソフトは、機能を低下させつつも運転を継続する設計で、回線障害時の公衆回線への切り替えや、緊急事態宣
言下の行動制限などが該当します。フールプルーフは、誤操作を防ぐ設計で、入力エラー時の警告表示などが例です。これ
らの設計は、安全性、継続性、操作性のバランスを取りながら、システム全体の信頼性を高めるために重要です。

整列（ソート）：データを特定のルールで並べ替えること。小さい順（昇順）や大きい順（降順）があります。整列の基準となる
列を「整列キー」といい、複数指定も可能です。
集計：大量データから特定の項目ごとに数を数えたり、合計を出すこと。
例として、販売表から「商品別の販売数量」を集計する手順を見てみましょう。

予習 3-04　システムの評価 の読解 予習 6-05　データの整列と集計 の読解

復習 教科書と、過去問題解説の見直し 復習 教科書と、過去問題解説の見直し

システム評価・信頼性 データの整列と集計

豆電球の様子を用いてシステム構成を説明します。直列・並列接続はコンピュータシステムにも応用され、信頼性評価の指
標となる。**平均故障間隔(MTBF)**は稼働時間の平均、**平均修復時間(MTTR)**は修理時間の平均を示す。稼働率は
MTBF/(MTBF+MTTR)で求められ、システムの可用性を表す。イルミネーションのLED配線は、一部断線に強い並列接続が
適している。直列システムは一部故障で全体停止、並列システムは一部故障でも稼働を維持する。

論理演算は、真偽値（1または0）間で行う演算で、データの検索や抽出に用いられます。基本となるのは、論理和（OR）、論
理積（AND）、否定（NOT）の3つです。論理和（OR）は、2つの入力のうち少なくとも一方が真（1）であれば真（1）を出力しま
す。論理積（AND）は、2つの入力が両方とも真（1）の場合にのみ真（1）を出力します。否定（NOT）は、入力の真偽を反転さ
せます。これらの組み合わせとして、排他的論理和（XOR）があります。XORは、2つの入力が異なる場合に真（1）を出力しま
す。これらの演算は、データベースの検索条件やプログラミングの条件分岐などで活用され、複雑なデータ抽出を可能にしま

予習 3-03　システムの信頼性 の読解 予習 6-04　データの抽出と論理演算 の読解

復習 教科書と、過去問題解説の見直し 復習 教科書と、過去問題解説の見直し

稼働率・性能評価 データの抽出を論理演算

システム構成には、経済的な単一構成と、信頼性を高める二重化構成があります。二重化構成には、待機系を持つデュプ
レックスシステムと、並列処理を行うデュアルシステムがあります。デュプレックスシステムは、コールドスタンバイ（障害時に
起動）とホットスタンバイ（即時切替）に分類されます。デュアルシステムは、二組で同一処理を行い、結果を照合します。
サーバ仮想化は、一台の物理サーバを分割し、複数サーバとして扱う技術です。スケールアップ・アウトで性能拡張が可能
であり、ライブマイグレーションにより無停止で移行できます。

関係データベースの正規化とは、表を構成する項目の関連性を分析し、データの重複や不整合が発生しないように、複数の
表に分割する作業のことです。これにより、データの維持管理が容易になります。正規化には、第1正規形から第3正規形ま
であり、以下の過程で表を分割します。第1正規形：繰り返し項目を別の表に分割。第2正規形：主キーの一部で決まる項目
を分割。第3正規形：主キー以外の項目で決まる項目を分割。試験では正規化の詳細な内容は出題されませんが、表を分割
する問題が出題されており、このような考え方が必要になります。

予習 3-02　システム構成 の読解 予習 6-03　データの正規化 の読解

復習 教科書と、過去問題解説の見直し 復習 教科書と、過去問題解説の見直し

システム構成 データの正規化

情報処理システムは、処理形態によって集中処理と分散処理に分けられます。集中処理は、一台の高性能コンピュータ（ホ
ストコンピュータ）に複数の端末を接続し、全ての処理をホストコンピュータで行う方式です。かつては主流でしたが、コン
ピュータの小型化と低価格化に伴い、分散処理が主流となっています。集中処理のメリットは、システム管理が容易な点や、
セキュリティ対策を一元化できる点です。一方、デメリットとしては、ホストコンピュータに負荷が集中するため、処理能力に限
界があることや、ホストコンピュータが故障するとシステム全体が停止してしまうことが挙げられます。

主キーは表の行を一意に識別する列で、同一の値は存在せず空値も不可です。複合主キーは、単一列で識別できない場合
に複数列を組み合わせます。外部キーは他の表の主キーを参照する列で、参照先の値が事前に必要です。参照制約によ
り、外部キーの値は参照先の主キーに存在する値のみが許可されます。関係データベースでは、これらのキーで表間を関
連付け、リレーションを構築します。

予習 3-01　コンピュータの形態 の読解 予習 6-02　データベース設計 の読解

学修内容 学修内容

処理形態 データベース設計

2025年度 授業シラバスの詳細内容

○授業計画
ＩＴ基礎 （Basic Information Technology）

○授業計画
ＩＴ基礎 （Basic Information Technology）

福島　学、濵田　大助 福島　学、濵田　大助


